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常任委員会の審査報告から

特別委員会の中間報告から
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第
67
号
議
案

府
中
市
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

第
69
号
議
案

府
中
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

第
71
号
議
案

府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
本
館
常
設
展

示
室
等
天
井
改
修
工
事
請
負
契
約

第
81
号
議
案

令
和
元
年
度
府
中
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
起
因
す
る
地
域
課
題
の
解
決
に

資
す
る
事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
令

和
３
年
度
限
り
の
時
限
的
な
基
金
と
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
基
金

を
新
設
す
る
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
原
則
的
に
は
一
時

的
な
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
４
年
度
以
降

は
通
常
の
予
算
で
の
対
応
を
目
指
し
て
い

る
」「
必
要
が
あ
れ
ば
、
２
年
度
と
同
様

に
、
緊
急
対
策
と
し
て
財
政
調
整
基
金
の

活
用
も
あ
り
得
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
基
金
の
み
で
不
足
す
る
場
合

は
、
財
政
調
整
基
金
を
活
用
し
て
ほ
し
い
」

等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全

員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
地
方
税
法
等
の
一
部
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
先
端
設
備
等

の
特
例
措
置
の
拡
充
や
軽
自
動
車
税
環
境

性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
措
置
の
延
長
な
ど

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、
「
先
端
設
備

等
に
該
当
す
る
家
屋
等
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
課
税
標
準
の
特
例
割
合
に
つ
い
て
、

課
税
標
準
に
乗
じ
る
割
合
を
ゼ
ロ
に
す
る
」

「
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
に
つ
い
て
、

特
例
措
置
の
適
用
期
限
を
令
和
３
年
３
月

末
ま
で
延
長
す
る
」
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
軽
自
動
車
税
の
臨

時
的
軽
減
措
置
の
延
長
に
対
す
る
２
年
度

の
影
響
額
は
、
約
３
６
０
万
円
の
想
定
で

あ
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全

員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
府
中
市
南
町
６
丁
目
32

番
地
に
お
い
て
、
郷
土
の
森
博
物
館
本
館

常
設
展
示
室
等
天
井
改
修
工
事
を
施
工
す

る
も
の

　
主
な
内
容
と
し
て
、
「
常
設
展
示
室
及

び
企
画
展
示
室
の
天
井
に
つ
い
て
は
、
建

築
基
準
法
に
定
め
る
特
定
天
井
に
該
当
し

て
い
る
た
め
、
改
修
し
、
耐
震
化
を
図
る

計
画
と
し
て
い
る
」
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
休
館
期
間
に
つ
い

て
は
、
令
和
２
年
10
月
か
ら
４
年
３
月
末

ま
で
と
し
て
い
る
」「
特
定
天
井
に
該
当

す
る
残
り
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
府

中
の
森
芸
術
劇
場
及
び
ル
ミ
エ
ー
ル
府
中

と
把
握
し
て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全

員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
本
決
算
の
総
額
は
、
歳
入
34
億
９
１
０

７
万
５
０
０
０
円
で
執
行
率
95
・
１
％
、

歳
出
29
億
７
１
４
５
万
３
０
０
０
円
で
執

行
率
81
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
使
用
料

及
び
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
、
下
水

道
使
用
料
は
現
年
度
分
が
延
べ
１
５
４
万

２
３
７
９
件
分
、
過
年
度
分
は
１
万
６
６

６
６
件
と
な
っ
て
い
る
。
歳
出
の
主
な
も

の
は
、
下
水
道
費
と
基
金
積
立
金
と
な
っ

て
い
る
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
老
朽
化
対
策
事
業

の
進
捗
率
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
末

ま
で
の
目
標
値
に
対
し
、
58
・
９
％
程
度

と
な
っ
て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全

員
異
議
な
く
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。

基
地
等
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

　
調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、

都
か
ら
令
和
２
年
９
月
４
日
ま
で
と

し
て
い
た
調
布
飛
行
場
の
誘
導
路
整

備
工
事
の
工
期
を
３
年
２
月
20
日
ま

で
延
伸
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に

つ
い
て
、
同
留
保
地
の
利
用
計
画
に

基
づ
く
土
地
利
用
を
実
現
す
る
た
め
、

周
辺
地
域
を
含
め
た
一
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

都
の
多
摩
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
ま

ち
づ
く
り
検
討
支
援
モ
デ
ル
事
業
に

応
募
し
た
結
果
、
選
定
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
米
軍
通
信
施
設
に
つ
い
て
、

留
保
地
の
土
地
利
用
に
伴
う
施
設
の

返
還
を
求
め
る
要
望
書
を
都
へ
提
出

し
、
同
じ
趣
旨
の
要
望
書
を
都
か
ら

受
け
た
国
か
ら
は
、
返
還
及
び
返
還

が
さ
れ
る
ま
で
の
共
同
利
用
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
調
整
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
な
ど
の
報

告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

市
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　
「
お
も
や
」
の
建
設
に
向
け
た
準

備
工
事
で
あ
る
地
中
障
害
撤
去
工
事

等
に
つ
い
て
、
西
庁
舎
北
側
部
分
は

令
和
２
年
８
月
末
で
完
了
し
た
。

　
市
新
庁
舎
建
設
修
正
設
計
の
概
要

に
つ
い
て
、
敷
地
周
辺
道
路
の
電
線

類
地
中
化
等
に
伴
い
、
新
庁
舎
の
敷

地
の
一
部
を
後
退
し
て
、
道
路
を
拡

幅
す
る
た
め
、
敷
地
面
積
が
減
少
す

る
な
ど
の
変
更
が
あ
っ
た
。

　
施
工
者
選
定
に
関
す
る
状
況
に
つ

い
て
、
市
新
庁
舎
建
設
施
工
者
選
定

委
員
会
を
２
年
７
月
と
８
月
に
開
催

し
、
募
集
要
項
・
評
価
基
準
を
同
委

員
会
と
し
て
決
定
し
、
評
価
手
順
の

審
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
３
年
１
月
に
は
、
技
術
提

案
等
に
対
す
る
同
委
員
会
と
し
て
の

最
終
的
な
評
価
を
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
了
承
し
た
。

学
校
施
設
老
朽
化
対
策
特
別
委
員
会

　
早
期
改
築
着
手
校
で
あ
る
第
八
小

学
校
の
周
辺
道
路
の
整
備
等
に
つ
い

て
、
学
校
北
側
の
市
道
に
隣
接
す
る

用
地
を
取
得
し
、
新
小
金
井
街
道
へ

接
続
す
る
道
路
を
新
設
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
学
校
北
側
に
門
を
設
け

て
車
両
の
動
線
を
確
保
し
、
児
童
及

び
周
辺
住
民
の
動
線
と
分
離
す
る
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
安
全
に
通
行
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

　
次
期
実
施
校
に
お
け
る
改
築
事
業

の
流
れ
及
び
設
計
者
選
定
の
概
要
に

つ
い
て
、
早
期
改
築
着
手
校
と
お
お

む
ね
同
様
の
事
業
の
流
れ
及
び
同
様

の
選
定
方
法
で
進
め
て
い
く
。

　
市
学
校
施
設
大
規
模
改
修
整
備
方

針
の
策
定
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

か
ら
32
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
、 

新
た
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
含
む
感
染
症
対
策
に
伴
う
改
修

の
項
目
を
追
加
し
て
い
る
な
ど
の
報

告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

公
契
約
関
係
競
売
入
札
妨
害
事
件
に
係
る

再

発

防

止

対

策

特

別

委

員

会

設
置
目
的
に
つ
い
て
、
本
市
議
会

議
員
が
公
契
約
関
係
競
売
入
札
妨
害

事
件
に
よ
り
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
こ

と
を
重
く
受
け
止
め
て
、
市
議
会
と

し
て
再
発
防
止
策
を
取
り
ま
と
め
、

市
民
に
対
す
る
市
議
会
の
信
頼
回
復

を
図
る
こ
と
と
す
る
。

　
運
営
等
に
つ
い
て
、
市
長
部
局
の

主
管
部
は
定
め
ず
、
必
要
に
応
じ
て

出
席
と
説
明
を
求
め
る
形
式
と
す
る
。

　
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
議
会

開
会
中
に
お
け
る
開
催
は
、
一
般
質

問
の
３
日
目
の
午
後
と
し
、
議
会
閉

会
中
に
お
い
て
は
、
毎
月
１
回
、
上

旬
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
末
ま
で
に
今

後
の
取
組
の
方
向
性
を
取
り
ま
と
め

て
い
き
た
い
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
了
承
す
る
と
と
も
に
、
議
会

閉
会
中
に
お
け
る
継
続
審
査
と
し
た
。

一般質問・常任委員会・特別委員会

赤
野

秀
二

議
員（
共
産
）　
拡
張

整
備
を
行
っ
た
四
谷
さ
く
ら
公
園

に
つ
い
て
は
、
近
隣
住
民
か
ら
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
面
や
騒
音
な
ど
で
新

た
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
と
の

声
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
近
隣
住
民

か
ら
の
相
談
内
容
と
市
が
こ
れ
ま

で
に
実
施
し
た
対
策
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長
　
相
談
内
容
に
つ

い
て
は
、
公
園
利
用
者
の
声
や
音

が
う
る
さ
い
こ
と
、
目
隠
し
用
の

植
栽
の
隙
間
か
ら
家
の
中
が
見
ら

れ
て
し
ま
う
こ
と
等
が
あ
る
。

　
対
策
に
つ
い
て
は
、
早
朝
及
び

深
夜
の
近
隣
へ
の
迷
惑
行
為
な
ど

を
控
え
る
よ
う
記
載
し
た
看
板
の

設
置
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
公
園
は
住
宅
に
近
接
し
て

拡
張
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
も

改
善
を
求
め
る
声
に
真
摯
に
向
き

合
っ
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
今
後
の
市
の
対
応
は
。

都
市
整
備
部
長
　
当
面
は
、
近
隣

住
民
な
ど
か
ら
の
要
望
や
相
談
に

適
宜
対
応
し
て
い
く
中
で
、
維
持

管
理
や
注
意
喚
起
を
行
う
ほ
か
、

職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
通

じ
て
、
公
園
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向

上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

他 

府
中
市
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

前
川

浩
子

議
員（
市
フ
ォ
）　
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
り
、
国
内
に
お
い
て
も
企
業
の

倒
産
や
失
業
等
で
日
々
の
暮
ら
し

を
脅
か
さ
れ
て
い
る
人
が
急
激
に

増
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
困
難
に

直
面
す
る
人
た
ち
の
暮
ら
し
と
命

を
守
る
た
め
の
市
の
考
え
は
。

市
長
　
非
正
規
雇
用
の
方
を
中
心

に
、
収
入
の
大
幅
な
減
少
や
失
業

を
経
験
し
た
方
も
多
い
と
認
識
し

て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
状
況

下
に
こ
そ
、
対
象
者
を
限
定
し
な

い
、
断
ら
な
い
相
談
を
行
い
、
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、

誰
も
置
き
去
り
に
し
な
い
ま
ち
の

実
現
に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
留
学

生
な
ど
の
生
活
保
護
の
相
談
に
つ

い
て
も
、
増
加
傾
向
に
あ
る
と
聞

く
が
、
特
に
日
本
語
が
話
せ
な
い

方
に
対
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
市
が
行

っ
て
い
る
取
組
を
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長
　
令
和
２
年
度
に

作
成
し
た
外
国
版
の
生
活
保
護
の

し
お
り
を
活
用
し
、
英
語
を
話
せ

る
職
員
が
対
応
ま
た
は
同
席
す
る

な
ど
、
状
況
に
合
わ
せ
た
対
応
を

行
っ
て
い
る
。

拡張整備を行った四谷さくら公園
改 善を求 める声 に対する
今 後 の 市 の 対 応 は

維持管理や注意喚起を行うほか
公園利用者のマナー向上を
図 っ て い き た い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り

困
難
に
直
面
す
る
人
た
ち
の
暮
ら
し
と

命

を

守

る

た

め

の

市

の

考

え

は

こ
の

よ

う

な

状

況

下

に

こ

そ

誰
も
置
き
去
り
に
し
な
い
ま
ち
の

実

現

に

努

め

て

い

く
　▲四谷さくら公園


